
<参考>

実験室防災(化学系)への適用

実験室防災避難訓練　<試案>

現在、本案をたたき台として、検討中です。

(※はコメント)
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実験室防災避難訓練(化学系)

※実験班ごとに行う

１　実験室防災マップの作成

実際に実験室を回って、実験室の施設・設備を確認し、防災マップ記号をマークする。

※実験室防災用ベースマップとして、実験室ごとに実験台・設備配置を記入した図面を準備。これと該当建
物の校内防災マップを併用
※使用する防災マップ記号
　火災報知器・消火栓・消火器・避難器具・非常口・出入口・ドア・防火扉
　水道・ガス栓・ガスボンベ・転倒危険物・大きい重い機械類

　以上「校内防災マップ記号」利用
　ドラフト・シャワー・ブレーカー　　　以上、「実験室防災用マップ記号」追加作成

２　使用する試薬の管理方法確認

使用する試薬のラベルについているシンボルマークを確認し、取り扱い注意事項をチェッ

クする

(シンボルマークアイコン
貼付)

備考災害時の対応置き場所シンボルマーク＊試薬名

＊日本試薬連合会発行ガイドブック「試薬危険・有害性のシンボルマーク」使用

３　実験系廃棄物(廃液)処理確認

試薬や生成した廃液等を廃棄する廃液タンクの区分を確認する

(区分記号貼付)

　備考廃液タンク試薬・生成廃液名
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４　災害時の避難ルートの確認と防災対応　

実験室防災マップで次の事項を確認・検討する。

(1)　災害時の対応が要注意である試薬を使用する実験台には赤で着色し、あわせてシン

ボルマークのシールを貼る。

(2)　出入口及び非常口が複数あるか、チェックする(避難器具はカウントしない)。

　　　注意：退避口が一つだけの場合は避難が最優先である。

(3)　自分の実験台からの避難ルートを検討する。

　　　○火災の場合(消火備品・設備を確認)

　　　○地震の場合(衝撃・転倒・落下物を考慮)　

(4)　使用する試薬や機器により起きうる災害を検討する。

５　避難手順の確認　　※調査・検討中

(1)　災害時の行動の原則

○まず身の安全を確保する。

○指導者の所在を確認し、指示に従う。指示が得られない場合はグループで行動する。

○複数の避難ルートがない場合(注意：避難器具は避難ルートに含めない)は、避難路を確

保することを最優先とする。

○防災活動(消火・試薬処置等)は、避難ルートを確保した上で行う。

(2)　退室時の確認事項

　・ガス元栓閉　・ブレーカー切断　

　・退室確認メッセージ掲示(クラスと人数、危険性の有無、記載者)　

６　判断訓練　

提示された課題の災害の状況によりとるべき行動を判断し、避難防災行動の手順を組み立

てる。

７　実践

判断した行動に基づき避難・防災活動を行い、所要時間を測り、実行可能な判断であった

か確認する。
　※課題の一案：　
　　時間経過による状況変化を課題とする。6では状況変化のみ、７で時間制限を加える。
　　地震発生→(２分後)実験室内で試薬による災害発生→(7分後)建物内で火災発生

８　発表・検討

グループごとに内容を発表し、互いに評価・検討する。
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＊参考
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